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新内閣発足を受けて（専務理事談話） 

高市早苗氏が自民党総裁に続き、新首相に選出されました。日本憲政史上で初の女性首相が
誕生したことは一つの節目と言えるでしょう。自公連立が崩れ、あらたに日本維新の会が与党
として政権運営に加わるなど、日本政治の舞台は大きく変化し、さらに物価高やトランプ米大
統領の来日など、発足した新内閣には課題が山積しています。高市新首相には、まずはその政
治手腕と適切なリーダーシップの発揮を期待します。 

 今回の自公連立が崩れた大きな要因として報じられている「政治とカネ」の問題は、多くの
国民の内心に燻る政治不信の根因の一つです。「積年の病弊」に対して毅然さを欠く政治姿勢は、
国民の不信は諦念に転化させ、民主主義の根幹を揺るがすことにつながります。国民から向け
られる政治への視線は極めて厳しいものであることを肝に銘じていただきたいと考えます。仮
に、保守層へのアピールが優先されることがあるとすれば、それは民主的政治とは呼べません。
新政権にはさまざまな価値観を真摯に汲み取り、国民一人ひとりを大切にする民主主義の前進
に力を尽くしていただきたいと思います。 

戦後世界秩序の変化の顕在化にともない大きく世界が動揺する中、本来なされるべき「国の
あり方、ありたい姿」に向けた具体的議論を国民は切実に求めています。それは、多様な価値
観に丁寧に向き合い、国民一人ひとりの暮らしに真に寄り添う、血の通った政治への抜本的転
換によってこそなし得るものです。世界、日本、愛知と、すべての圏域で先行き懸念と閉塞感
が日ごとに強まるなか、国民が真に豊かさを実感できる経済社会は、地域経済の根幹を成し、
「経済を牽引する力であり、社会の主役」（中小企業憲章）と謳われる中小企業それぞれ健全な
発展を強力に後押しする政策展開なしには成し得ません。個性ある豊かな国民経済実現のため
の「新たな」経済社会の姿を描き出す国民的見地に立ったビジョンの策定が、現在直面してい
る諸困難の克服には求められているといえます。 

これらの前提は、健全な中小企業が活躍することのできる平和で民主的な経済社会と、すべ
ての人が人間らしく豊かに暮らすことのできる環境です。そこで前提としてあらためて問われ
なければならない最大のものが、国のありようを定めている「憲法」です。民主主義のもとで
国民の委託によって成立するのが「政権」です。国民一人ひとりの尊厳を守り、その権利を実
現する民主主義を根付かせ、自主的・平和的な経済と社会を築く観点から、国民の本源的願い
に誠実に思いを致し、国民的議論を慎重に重ねながら熟慮と冷静な判断を期待するものです。 
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愛知中小企業家同友会とは 

現在、愛知県下4,400名超の中小企業経営者が参加する異業種の経営者団体で、「経営体質の
強化」「経営者の資質の向上」「経営環境の改善」をめざすという「３つの目的」に基づき活動
しています。 
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